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　ヒトの季節性インフルエンザは、北半球および南半球共に冬季に流行することが知られているが、その理由
についての確認実験はなされていなかった。米国マウントサイナイ医科大学の研究者らは、2006 年にモルモッ
トを用いてヒトインフルエンザ感染モデルを確立し、今回さらに冬季の低気温や相対湿度の低下がウイルス感
染を増長させることを実験的に証明したと、2007 年10月19日版の PLoS Pathogensで発表した。温度につい
ては、低温で遥かに感染率が高く、湿度については、低湿度で感染率が高いという結果が得られ、冬季にお
ける低温や相対湿度の低下がインフルエンザの感染率を高める主要因であることが確認された。今後、地域
的あるいは世界的な季節性インフルエンザ流行のメカニズムも解明され、有効な感染対策につながることが期
待される。
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　ヒトの季節性インフルエンザは、北半球および
南半球共に冬季に流行することが知られている。
その理由について、冬季においては室内などの狭
い空間で人同士が接触する機会が増加すること、
人の免疫力が低下すること、温度や相対湿度が変
わること、紫外線量が低下すること等の諸説が挙
げられているが、これらのいずれについても、そ
の確認実験はなされていなかった。ヒトインフル
エンザウイルスの個体間の伝播に関する実験は、
これまで主にマウスを用いて行われてきたが、ウ
イルスの恒常的な伝播が起こらないなど、感染モ
デルとしては不十分なものであったため、感染伝
播と周辺環境との因果関係については仮説の域を
出なかった。
　米国マウントサイナイ医科大学の研究者チー
ムは、2006 年にモルモットを用いた実験でヒト
インフルエンザ感染モデルを確立し 1）、今回さら
にこのモデルを用いて、冬季の低気温や相対湿度
の低下が同ウイルスの感染を増長することを実
験的に証明して、2007 年 10 月 19 日版の PLoS 
Pathogens に発表した 2）。
　研究チームは、ヒトインフルエンザウイルス
（Influenza A/Panama/2007/99 株 ） を 用 い て、
経鼻感染させたモルモットの群と非感染の群をそ
れぞれの飼育箱に入れ、感染群から非感染群へ通
気するように隣り合わせで 7 日間置き、その間に
温度を 5℃～ 30℃、相対湿度を 20％～ 80％に変
動させ、各状態で非感染群がどれだけ感染したか
を調べた。その結果、温度については、5℃の時
の感染率が 20℃および 30℃の時と比較して遥か
に感染率が高いことが明らかになった（湿度 35%
の場合、5℃および 20℃では感染率 100% に対し
て 30℃では 0%。湿度 50% の場合、5℃では感染
率 100% に対して 20℃では 25% であった）。一
方、相対湿度については、35％以下の低湿度の時
が最も感染率が高かった（温度 20℃の場合、湿度
が 20％～ 35％では感染率が 100% であったのに
対し、湿度 50% では 25%、湿度 80% では 0% であっ
た）。研究チームはこれらの結果により、冬季にお
ける低温や相対湿度の低下が、インフルエンザの
感染率を高める主要因であることが確認できたと
述べている。また、温度あるいは相対湿度の変化
がもたらす感染率の高低は、それぞれ別のメカニ
ズムによるものであると推測しており、その解明
には今後、気象データと合わせたヒトでの疫学調
査を行うことが必要であると指摘している。
　インフルエンザ流行の季節性は一般的に知られ
たことであり、経験的に環境温度や湿度を上げる
などの感染防止対策も採られている。本実験で易
感染性の環境要因が確認されたことにより、今後、
地域的あるいは世界的な季節性インフルエンザ流
行のメカニズムも解明され、より有効な感染対策
につながることが期待される。
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